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【研究組織】

一般社団法人日本褥瘡学会実態調査として実施する多機関共同研究です。また、本研究は300床以上の

病院、介護保険施設、訪問看護ステーションを対象とする第6回実熊調査と300床未満の病院を対象とす

る調査の2つで構成されます。

〈第6回実態調査〉
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 〈300床未満の病院を対象とする調査〉
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臨床研究に関する情報公開

当院では、下記の研究に協力しています。

本研究は藤田医科大学医学研究倫理審査委員会で審査され、学⾧の許可を得て実施しています。

患者さん、または患者さんの代理の方が、この研究のために患者さん本人の情報を使用•提供されることにご了承いただけな

い場合は、研究対象から除外させていただきます。下記の問合せ先までご連絡ください。その場合でも、お申し出により、研

究の対象となる方に不利益が生じることはありません。

なお、参加を拒否する場合は、10月 31日までにお申し出ください。それ以降になりますと、情報が匿名化されて個人が特定

できず、参加を辞退できない場合がありますことを、あらかじめご了承 下さい。

この研究は患者さんの診療情報を用いて行います。このような研究は厚生労働省・文部科学省の「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針」（令和3年厚生労働省・文部科学省・経済産業省 告知第１号）の規定により研究内容の情報

公開をすることが必要とされております。本研究に関するご質問等がありましたら下記の問い合わせ先まで連絡下さい。

「療養場所別褥瘡の有病率、有病者の特徴、部位•重症度およびケアと局所管 理の全国調査」



【研究目的】

【研究方法】

【研究実施期間】

【情報提供を行う

 機関の名称及び

 その⾧の氏名】

藤田医科大学 学⾧ 岩田仲生

【利益相反】 本実態調査は、日本褥瘡学会からの調査費用で実施します。

患者さんの個人を識別することができる情報すべてを削除して、調査登録サイ卜への入力または調査用

紙への記載により、日本褥瘡学会へ提供します。 疾患名（ICD-10分類）、年齢（5歳区分）、性別、健

康障害のレベル、 日常生活自立度、要介護度、褥瘡発生原因、褥瘡部位、褥瘡が発生した場所、 褥瘡の

病変の状態、植用している体圧分散寝具・用具、体位変換時間、栄養 状態、局所治療法、危険因子、褥

瘡ハイリスク因子、発生に関する因子、患者の転帰、医療関連機器褥瘡の発生部位、重症度、医療関連

機器褥瘡の病変の状態、発生に関与した医療関連機器、医療関連機器褥瘡の発生要因

＊特定されない将来の研究のための情報の使用・提供

研究対象者から同意を受ける時点では特定されない将来の研究のために用いられる可能性があります。

例えば、褥瘡医療の推移を検討する目的で、過去の調査で収集した情報と合わせて日本褥瘡学会または

関連学会等と共同で解析される際に利用することが想定されます。その研究を行う場合は、改めてその

研究計画を倫理審委員会において審査し、承認された後に行います。

機関⾧による実施許可日～2030年3月31日

共同研究機関

      小倉第一病院形成外科

     聖マリアンナ医科大学皮膚科

     東京大学大学院医学系研究科

 

      石川県立看護大学

 

     新潟大学大学院保健学研究科

     千葉大学大学院看護学研究院

研究顧問

    医療法人社団赤石会赤石病院  館正弘
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 日本褥瘡学会の実態調査委員会では、2006年より過去5回にわたり全国の 病院、介護保険施設、在宅

（訪問看護ステーション）を対象に褥瘡の実態を 調査し、療養別の褥瘡有病率や有病者の特徴などを日

本褥瘡学会誌等で報告してきました。報告された結果は、診療報酬の新設や改定の根拠なったり、 各施

設の褥瘡対策の医療の質を判断する基準となったりしました。

今回は、その後の褥瘡の実態を明らかにし、医療の質の向上に寄与するための基礎的なデータを得るこ

とを目的に、調査を行います。また、これまで 調査対象に含まれていなかった300床未満の病院を対象

施設に含めることで、より現状に近い本邦の病院における褥瘡医療の質を明らかにします。

この研究のために、褥瘡を有する療養者様に新たな検査や費用が追加されることは一切ありません。上

記研究期間中に、調査対象者様に関する診療録 （カルテ）等から情報を本研究のために収集し届用させ

ていただきます。新たな診察や検査、アンケートへの回答は必要ありません。調査は、（株）アクセラ

イトへ委託してデータ収集と整理が行われます。収集したデータを分析するため共同研究機関に、収集

した情報のデータベース（エクセルシートなど）を提供します。

〈対象となる患者さん〉

 2025年i0月1日から10月31日の間に当院へ入院され、褥瘡の治療・ケアを受けた患者さん

〈利用するカルテ情報〉



【問合せ先】

連絡先； 

担当者（所属）； 独立行政法人国立病院機構 宮城病院  看護部 副看護師⾧  栗原 幸江

 施設調査担当  藤田医科大学

  須釜淳子•藤田医科大学保健衛生学部

  連絡先  junko. sugama@fujita-hu. ac. Jp

 学会調査事務局

   担当者 板垣貴志

 （株）アクセライト

     〒113-0033東京都文京区本郷3-5-4朝日中山ビル5F

     TEL: 03-6801-8103

この研究について研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は、他の患者さんの個人情報や研

究全体に支障となる事項を除いたうえでお知らせすることができます。研究に利用する患者さんの情報に関しては名前・住

所など患者さん個人を特定できる情報は削除して管理いたします。また研究結果は学会や学術雑誌で発表されますが、その

際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。

上記の研究に診療情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

亘理郡山元町高瀬字合戦原100  電話番号:0223－37－1131

独立行政法人国立病院機構 宮城病院  企画課⾧    中嶋 勝信


